
い
つ
も
若
桜
鉄
道
を
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
年
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
鳥
取
県
中
部
地
震

に
て
若
桜
鉄
道
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
被
災
さ
れ
た
中
部
の
皆
様
の
ご
苦
労
ご
辛
苦

に
心
が
痛
み
ま
す
。
一
刻
も
早
い
復
興
と
風
評
被

害
払
拭
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
若
桜
鉄
道
は
25

年
間
無
事
故
の
表
彰
を
中
国
運
輸
局
よ
り
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
日
夜
誠
実
に
任
務
を
遂
行
し
て
い

る
若
桜
鉄
道
社
員
の
皆
様
、
鉄
道
を
支
え
る
若
桜

町
・
八
頭
町
役
場
の
皆
様
、
安
全
運
行
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

若
桜
線
開
業

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
皆

85

様
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
と
ご
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
す
。
さ
ら
に
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
や
ピ
ン
ク
Ｓ
Ｌ
、

の
り
も
の
ま
つ
り
、
読
売
旅
行
大
規
模
ツ
ア
ー
受

け
入
れ
も
実
施
で
き
、
若
桜
谷
の
知
名
度
は
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。
若
桜
鉄
道
も
り
あ
げ
隊
も
結
成

さ
れ
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
は
続
き
ま
す
が
、
諦
め

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
若
桜
鉄
道
の
利
用
を
増
や
し
、

若
桜
谷
を
元
気
に
し
、
車
が
運
転
で
き
な
く
と
も

住
み
や
す
く
観
光
に
も
訪
れ
や
す
い
地
域
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
若
桜
鉄
道
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
年
頭
あ
い
さ
つ

■
若
桜
谷
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
に
千
人

■
若
鉄
お
知
ら
せ
、
沿
線
イ
ベ
ン
ト

■
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん
寄
稿

■
応
援
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆一日フリー切符 大

人760円で、毎日発売。

郡家ー若桜間の若桜鉄道

全線、一日自由に乗り降

りできます（当日限り）。

◆親子切符 土・日・祝日の発売当日のみ有効。大人１名、

こども１名で利用できます。郡家ー若桜間全線乗り降り自由。

◆オリジナルグッズ 受験のお守りに「滑り止め砂ストラ

ップ」はいかがですか？若桜駅内のグッズコーナーとホーム

ページ、隼駅（土日のみ）でも販売しています。

○成田山青龍寺節分会

・２月３日 午前11時～、午後７時～

○第22回西日本雪合戦大会

・２月４日、５日（若桜町ふれあい広場）

○第10回姫路公園かまくら祭

・2月19日 （かまくらづくりコンテスト）

・2月25日と26日（かまくらづくり）

■ぷらっとぴあ・やず（展示）

・油絵の展示（若桜鉄道にＳＬが走った時）～1月29日

・ミニＳＬの展示 ～１月末

・絵馬 １月

12月3､4日に「若桜谷100個の魅力を楽しむ日帰りバス企画」として

遠くは高知、関西から1000名を超える方々が来られ、若桜鉄道や若桜

谷の味覚を堪能されました。

もりあげ隊も、サルカニ合戦じゃんけんや車内販売を通じお客様に

暖かくも楽しげな雰囲気が伝わるよう心がけました。郡家駅では「か

かし親の会」のなたまめ茶、若桜駅はすなば珈琲と「若桜こまち蓮チ

ーム」、物産館みかどでは「郡家中北連」の演舞、「桜ん坊」さんなど

大勢の参加で、さながら若桜鉄道応援団の総力を結集したおもてなし

となりました。お客様も喜んでおられた様子です。今後は若桜谷の魅

力（宝物）をしっかり磨き上げていきたいと思います。 （本田陽二）
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若桜鉄道を応援している事業者、個人の方の広

告を募集しています。一枠５千円。イベントの

お知らせなどにもご活用ください！

こ
ん
に
ち
は
！

群
馬
県
出

身
、
観
光
ガ
イ
ド
３
年
目
の
高
橋

美
佐
紀
と
申
し
ま
す
。

観
光
ガ
イ
ド
に
は
、
環
境
大
学

生
２
名
を
含
め
、
日
本
初
の
男
性

バ
ス
ガ
イ
ド
の
方
や
、
お
寺
の
住

職
さ
ん
、
小
学
校
の
先
生
、
若
桜

町
観
光
協
会
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

歴
史
的
知
識
は
浅
く
、
若
桜
の

こ
と
も
詳
し
く
な
い
ま
ま
飛
び
込

ん
だ
１
年
の
頃
は
、
乗
務
の
た
び

に
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
山
田
社
長
や
ガ
イ
ド
の
皆

さ
ん
か
ら
、
「
自
分
が
楽
し
ま
な

い
と
魅
力
は
伝
え
ら
れ
な
い
」
、

「
自
分
の
切
り
口
で
ガ
イ
ド
を
す

れ
ば
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
自
信
が
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
や
森
林
・
林
業
を
学

ぶ
者
と
し
て
、
「
身
近
な
自
然
・

森
林
の
美
し
さ
に
目
を
向
け
る
き

っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う

思
い
を
胸
に
、
今
後
も
ガ
イ
ド
の

一
人
と
し
て
『
若
桜
鉄
道
の
魅
力

発
信
』
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山根 睦子

（八頭町久能寺）

先日、ＮＨＫ総合の「凄ワザ」を見てびっくり！

なになに！若桜鉄道？

「揺れる車内でレコード針を飛ばさずにレコード

が聴けるか」というプロジェクトを成功させた職人

さんの凄ワザもさることながら、紹介された親子の

エピソードに胸を打たれました。

まさに若桜鉄道はたくさんの方々のいろいろな物

語を乗せて走っているのですね。

義弟の思いはどうだったのか？

平成23年、日本海新聞「潮流」に彼の若桜鉄道に

関する文章が載っています。若桜鉄道ＳＬ遺産保存

会事務局長をつとめていた彼は、残念ながらその後

突然の病で亡くなってしまいました。彼は今の若桜

鉄道をどんな思いで見守っているのでしょう。

今、「若桜鉄道もりあげ隊」をはじめとして、た

くさんの方々が頑張っている姿に感動です。たくさ

んの人の思いを、そして義弟の夢を乗せて

「走れ！わかてつ」。

■
因
幡
船
岡
駅
ふ
れ
あ
い
市

大
に
ぎ
わ
い

月

日
、
森
下
広
一
杯
八
頭
町

10

10

マ
ラ
ソ
ン
に
合
わ
せ
て
、
因
幡
船
岡

駅
で
「
第
６
回
ふ
れ
あ
い
市
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
約

人
が
来
場
し
、

400

郡
家
中
北
連
さ
ん
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
傘
踊
り
、
若
桜
鉄
道
も
り
あ
げ
隊

の
Ｓ
Ｌ
行
進
曲
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
、

お
買
い
物
な
ど
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

恒
例
の

人
限
定
鳥
取
和
牛
サ
イ
コ

200

ロ
ス
テ
ー
キ
振
る
舞
い
も
行
列
が
で

き
、
大
好
評
で
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、

月
５
日
に
「
第
４
回
や
ず
ブ
ー
タ
ン

11

村
ま
つ
り
」
を
開
催
。
今
年
は
若
桜
鉄
道
沿
線
活
性
化
事

業
の
一
環
で
あ
り
、
ま
た
外
務
省
が
認
定
す
る
、
日
本
と

ブ
ー
タ
ン
の
外
交
関
係
樹
立
３
０
周
年
の
記
念
事
業
に
中

国
地
方
で
唯
一
認
定
さ
れ
た
事
業
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
幸
せ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
八
頭
町
が
幸
せ
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
始
め
た
お
祭
り

で
す
。
ゲ
ス
ト
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ー
タ
ン
事
務
所
前
所
長
の

朝
熊
由
美
子
氏
、
ブ
ー
タ
ン
写
真
家
の
関
健
作
氏
、
冒
険

家
の
中
尾
和
則
氏
を
お
招
き
し
て
、
若
桜
鉄
道
観
光
ガ
イ

ド
や
、
丹
比
駅
を
一
日
や
ず
ブ
ー
タ
ン
村
駅
に
衣
替
え
し

て
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

を
実
施
。
さ
ら
に
宿

坊
光
澤
寺
で
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
と
座
学
を

開
催
し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
来
場
者

と
共
に
八
頭
の
幸
せ

を
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
文
・
宗
元
英
敏
さ

ん
）

若桜町地域おこし協力隊・北内泰久さんの写真を紹介します。「寒さで震える様

な一夜が明け、朝日に誘われて駅に行くと、何もかもが白く凍りついていました」。


